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新セフ ァロスポ リン剤Cefamandoleを11例 に使用し,著 効3例,有 効6例,無 効2例 で有

効率は81.8%で あった。疾患別にみると尿路感染症5例 は全例有効で,呼 吸器感染症では4例 中

2例 有効,胆 嚢炎,褥 創感染各1例 は有効であった。投与方法は1日1的49をone shot静 注あ

るいは点滴静注にて朝夕2回 にわけて行な った。投与 日数は6～24日,総 投与量は7～96gで あ

つた。

本剤投与前後にGOT,GPT,Al-P,BUNを 測定 したが何 ら異常は認めちれなか った。副作用 と

して11例 中1例 に嘔気がみ られたが,2日 間の制吐剤投与によりその後は嘔気な く,24日 間の長

期投与が可能であ った。

細菌学的検査を行ないえた7例 中5初 での分離 菌はグラム陰性桿菌で,大 腸 菌,ク レブシエラ,

緑膿菌,セ ラチア,イ ンフルエ ンザ菌であり,こ の うち緑膿菌,セ ラチアの混合感染の例では無効

であった。

Cefamandole sodium(CMD)は,セ ファロスポリン系抗生

物質であり,基礎的研究からグラム陽性菌およびグラム陰性菌

に強い抗菌力を示し,従 来のセファロスポリン系抗生物質と比

べて,変 形菌,エ ンテロバクター,サ イトロバクターにも抗菌

力を示す。また,イ ンフルエンザ菌に対してアンピシリンと同

等の抗菌力を示すことが特徴としてあげられている。

今回,我 々は各種感染症に静注投与 し,そ の臨床効果および

副作用について検討を加えた。

対象 および投与方法

対象は,徳 島大学第3内 科 および 協立病 院に 入院中

の11例 で,う ち10例 は癌,脳 血管障害,糖 尿病,気 管

支拡張症等の基礎疾患 を 有 して いた。 呼吸器感染症4

例,尿 路感染症5例,胆 のう炎1例,褥 創感染1例 で,

年令は1例 を除 き他はすべて50才 以上であ った(Table

1)。

投与方法 は,本 剤の皮 内反応液で即時型皮内反応陰性

を確かめた上で,1日1～4gを20mlの 生食水 に

溶解 してone shot静 注をするか,5%ブ ドウ糖 液500

mlに 混ぜて点滴静注 した。朝夕2回 に分 けて6～24

日間投与し,総 投与量は7～969で あった。

本剤投与の前後で肝機能検査 としてGOT,GPT,Al-

Pを,ま た,腎 機能については尿素窒素(BUN)を 測

定 した。その他 アレルギ ー症状の有無およびクー ムス ・

テス トを調べた。効果判定は,臨 床症状の改善 と細菌学

的検査によって,著 効(+),有 効(+),無 効(-)と した。

成 績

11例 に投与 した結果,著 効3例 。有効6例,無 効2

例で,有 効率は81.8%で あった。有効例 について疾患

別に見ると,呼 吸器感染症では4例 中2例,尿 路感染症

では5例 全例が有効 であった。無効例の2例 は,気 管

支拡張症 に合併 した気管支炎と,肺 癌に合併 した気管支

肺炎であった。

細菌学的検査を行な うことのできた7例 中5例 の原 、

因菌はグ ラム陰性桿菌の大腸菌,ク レブシェラ,緑 膿菌,

インフルエ ンザ菌であった。

基礎疾患は,脳 無管障害3例,気 管支拡張症2例,

糖 尿病2例,癌2例,心 不全1例 であるが,肺 癌 と気

管支拡張症 に 合併 したそれぞれ1例 を除いては 有効で

あった。

次に,尿 路感染症の有効例 について,そ の 経 過 を 示

す(Fig.1)。

症例(6)F.K.,27.F,尿 路感染症 ・若年性糖尿病

基礎疾患 に対 してインス リン投与を行な っていたが,

尿路感染症を反復 し,排 尿痛,残 尿感があった。 尿細 菌

培養に よりク レブシェラ,大 腸菌が検出され,定 量培養

では106/mlで あ った。本剤に対す る感受性 は検査 して

いないが,CET,CEZに 対 して はデ ィスク法で(柵)の

感受性があった。尿沈査で白血球25コ/視 野であ った。

本剤29/日 を7日 間静注投与 し,投 与開始4日 目には
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Fig. 1 Case No. 6, F. K., 27, F., UTI with juve-

nile diabetes mellitus

クレブシェラは消失 した。 大腸菌は この時点 では10シ

m1で あったが,投 与終了後5日 目には103/ml以 下 と

なり,尿 中白血球 も減少 し,自 覚症状 も消腿 した6、自覚

症状および細菌学的効果か ら著効 と判定 した。

副作用については本剤投与前後でGOT,GPT,Al-P,

BUNを 測定し変動を調べた(Fig.2)。 第5例 の膵癌に

合併 した尿路感染症の例で,GOTが36→58KUと 軽

度の上昇が見 られたが,投 与終了後1週 間 目のGOTは

42KUと 正常化していた。 この例では,膵 癌に 対 して

FT207も 同時に投与 されて おり,こ の影響が強い と

考えられ る。その他の例では,測 定値に異常な変動はな

かった。また,本 剤は皮内反応 陰性の者 に投与 したが,

投与中に発疹,ア ナフィラキシイ ・シ ョック等のア レル

ギー反応は見 られなかった。 さらに,ク ームス ・テス ト

を7例 で実施 したが。投与後約2週 間では全例陰性 で

あった。

本剤投与中に 嘔気を餅えた 例が漫 性胃盂腎炎の 患者

(Case10)で 見 られた。 しか し,2日 間の制吐剤の注

射によ りその後は嘔気な く,24日 間の長期投与が可能で

あった。

考 察

CMDは 注射用 セファロスポ リン系 抗生物質 で,動

vitroの 抗菌力か らみ るとグラム陽性菌に対 して だけで

な く,グ ラム陰性桿菌に対 して も抗菌力が強 く,腸 内細

菌のほとんどが感受性 であ る1)。本剤は従来のセフ ァロ

スポ リン系抗生剤に比べて,大 腸菌,ク レブ シェラ,変

形菌等に抗菌力が強 く,CET耐 性 菌も感受性を示 す2)

ことが報告 されてい る。

各種感染症11例 にCMDを 静脈内投 与した結果,

9例 に有効であった。 疾患別での効果を見 ると尿路感染

症では全例有効であったが,呼 吸器感染症では4例 中2

例が有効で,2例 は無効であ った。無効例についてみ る

と,1例 は肺癌に合併 しており,他 の1例 は気管支拡張

症 に合併 した細気管支炎例であ り,基 礎疾患の影響が強

いと考え られ る。 しかし,そ の他の脳血管障害 や糖尿病

の合併例では有効 であった。細菌学的効果は6例 で検討

したが,グ ラム陽性菌の分離 された2例 とグラム陰性桿

菌の2例 で本剤投与後菌が消失 した。一方,ク レブシ ェ

ラに 緑膿菌 の混合感染 を起 こした細気管支炎例(Case

4)で は本剤投与後も同様の菌が分離 され,臨 床効果も

認め られなか った。

Fig. 2 Laboratory findings of patients treated with cefamandole (CMD)
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投与法では静注が5例,点 滴が6例 で,無 効例は点

滴静注群であ った。1日1～49の 投与であるが,投 与

量 と臨床効果に差異は見 られてない。

副作用については,嘔 気が1例 に見 られたが,2日

間の対症療法の後,長 期にわたって投与可能であった。

静注投与で も注入速度を遅 くすれば このような副作用は

少ないといえる。

その他 アレルギ ー反応 は認めず,ク ームス ・テス トで

も投与後陰性であり。その他肝機能,BUNに ついて も

本剤による異常は見 られなか った。

今 回の検酎では11例 中9例 に有効 あ った。無効例

は呼吸器感染症で重篤な基礎疾患に合併した症例であ

り,この対策も必要と考える。
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The clinical effects of cefamandole (CMD) were tested in 4 cases with respiratory tract infection,

five cases with urinary tract infection, and each one case with cholecystitis and bedsore infection.

One to 4 g of CMD was injected intravenously for 6 to 24 days. Clinical effects of this drug were

obtained in 9 cases out of 11 cases. A case with chronic nephritis complained nausea during the early

phase of CMD administration. Otherwise, laboratory tests on liver function or BUN were remained

normal after CMD treatment.


